
滑

化

等

を

図

り

鎖

先

施

設

の

充

実

占

一

沼

田

市

長

構

怨

申

の

大

工

場

誘

致

も

相

ま

ち

商

工

業

の

飛

躍

按

盛

一

争

期

す

-

着

々

進

捗

し

つ

〉

あ

り

、

こ

れ

が

実

一

現

る

。

一

の

暁

に

は

干

名

に

及

ぶ

従

業

員

者

婆

し

一『一、

Z
場

誘

致

の

積

一

階

的

推

進

宇

宙

る

一

か

つ

関

聯

せ

る

農

工

商

と

全

市

民

に

大

洲

市

の

劣

怒

四

、

文

教

施

設

の

充

実

受

凶

り

、

捜

術

一

福

祉

を

も

た

ら

し

、

活

気

み

な

ぎ

る

躍

な

岳

地

条

件

か

ら

紫

庭

科

教

育

お

よ

び

社

会

員

書

一

戸

警

官

目

前

に

開

き

つ

〉

号

、

な

く

る

貧

弱

な

産

業

霊

化

す

る

。

一

区

長

を

し

て

こ

れ

が

善

後

策

に

一

間

十

時

ぷ

都

知

計

自

問

問

日

向

町

村

ぶ

豆

、

国

県

関

係

重

の

促

進

春

闘

り

一

っ

き

協

議

し

、

冷

静

に

霊

に

一

き

実

み

の

る

時

代

に

首

商

し

っ

ぺ

あ

る

策

の

二

川

と

し

て

需

の

巾

員

拡

張

お

よ

び

舗

装

な

ら

一

賞

、

万

全

の

方

策

を

樹

立

し

一

こ

と

は

富

市

長

の

手

腕

章

、

喜

昭

和

一

二

十

五

年

三

川

町

肱

川

改

修

工

事

の

進

撃

事

一

市

政

的

円

滑

な

る

喜

に

支

障

一

な

る

識

見

と

、

県

お

よ

び

主

主

後

月

大

洲

市

ヱ

室

ξ

一

一

巻

来

さ

ぬ

よ

う

全

地

区

長

一

致

一

な

つ

な

が

り

を

持

た

れ

た

る

こ

と

に

し

致

条

例

が

可

決

成

六

、

健

全

財

政

喜

持

し

、

事

務

能

率

一

一

団

結

協

力

を

お

し

ま

な

か

っ

た

一

て

始

め

て

な

し

遂

げ

ら

れ

る

事

で

あ

り

立

し

て

以

来

、

市

の
刷

f
k市
民

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

主

の

で

あ

り

ま

す

。

一

ま

す

。

問

一

事

者

お

よ

び

工

一
図
る
f

3

r

u

l

z

j

一

幸

に

円

満

な

る

妥

結

を

得

た

一

地

区

長

は

団

結

を

以

て

沼

田

市

控

室

致

特

別

室

一
七
、
大
洲
病
院
の
新
築
に
若
手
し
、
市
一
J

事
は
御
同
盟
に
存
じ
ま
す
か
長
一
協
力

'u施
策

込

震

に

貢

献

を

い

た

し

て

の

真

切

な

努

力

に

一
民
の
居
お
よ
び
医
療
体
型
書
一
一
語
三
十
七
年
一
査
章
一
晶
か
し
一
期
に
亘
る
斗
雲
市
民
の
皆
様
は
冷
静
一
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
よ
り
、
さ
き
に
明
治
乳
業
大
洲
工
場
の

一
望
す
る
。
:
一
き
新
霊
童
、
富
の
皆
様
に
主
に
理
署
宅
地
区
長
番
支
援
い
た
一
市
民
の
皆
様
も
地
区
委
員
、
地
呈
誘
致
に
成
功
し
た
が
、
つ
づ
い
て
こ
の

一
以
上
七
習
に
わ
き
牽
量
点
一
て
御
祝
辞
書
上
げ
ま
す
。
守
い
た
事
が
解
決
の
た
め
の
側
面
の
原
一
に
対
話
に
御
指
導
御
重
量
り
ま
↑
程
市
理
事
者
な
ど
の
努
力
に
よ
っ
て
南

一
施
策
に
つ
い
て
申
述
べ
京
第
で
あ
り
一
商
り
み
れ
ば
昨
年
は
市
政
史
上
か
っ
一
因
で
あ
る
と
宰
じ
ま
す
。
一
す
主
に
併
せ
て
御
室
御
協
力
主
主
日
大
洲
工
場
が
(
本
社
八
幡
浜
市

一
ま
す
が
市
民
各
位
の
旧
年
に
併
す
る
一
て
な
い
多
一
宮
市
叫
よ
年
で
あ
り
、
中
で
一
昨
年
、
共
同
募
金
会
お
よ
び
赤
十
字
一
願
い
い
た
し
ま
す
。
一

一
御
支
援
と
御
男
を
お
願
い
い
た
し
ま
一
も
市
翌
争
に
関
口
て
は
地
区
委
員
、
一
社
ぷ
り
表
彰
と
感
謝
状
を
受
理
い
た
し
一
地
区
長
一
同
は

E毒
の
事
寺
一
五
反
田
、
社
長
山
章
一
一
堅
手
大

一
す
と
共
に
皆
様
の
御
健
康
と
聖
書
一
也
叉
長
は
全
市
民
の
謀
者
共
に
一
生
ま
し
た
事
も
皆
様
の
御
協
力
に
よ
る
結
「
応
え
る
た
め
最
善
の
努
力
震
す
町
一
洲
市
新
町
劇
場
を
仮
工
場
と
し
て
設
立

一
心
か
ら
お
有
里
げ
る
次
第
で
あ
り
亘
書
を
認
識
思
し
市
民
の
霊
一
果
で
あ
り
感
謝
に
地
え
ま
芝
。
一
倍
で
あ
り
ま
す
。
一
さ
れ
る
こ
と
足
っ
た
。

一
ま
す
。
一
と
早
期
解
決
を
念
願
す
る
土
に
数
回
の
一
な
お
、
昨
年
は
大
洲
市
、
喜
多
都
町
一
友
晴
予
知
を
以
て
希
望
謡
に
し
、
一
と
の
工
場
は

νャ
ッ
、
ブ
ラ
ワ
ス
等

↑
乙
〉
に
新
春
を
迎
え
限
り
な
い
感
激
一
緊
急
委
員
会
を
開
き
、
市
当
局
、
市
議
一
村
の
医
長
連
絡
協
議
ム
喜
結
成
し
、
緊
一
皆
僚
の
限
り
な
い
御
隆
盛
を
祈
念
し
て
一
の
ミ

νン
縫
製
工
場
で
製
品
は
は
(
羽
紡

一
に
希
望
と
覚
悟
を
新
た
に
し
所
一
慢
の
一
一
会
斗
争
委
員
へ
再
度
目
早
期
解
決
へ
の
要
一
密
な
提
携
に
よ
り
喜
一
の
向
上
を
計
り
一
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
一
績
を
通
じ
て
輸
出
も
行
わ
れ
る
と
い
う

一
端
ぞ
申
述
べ
御
撲
拶
と
い
た
し
ま
す
二
望
書
ぞ
提
出
し
、
各
地
域
に
於
て
も
地
一
不
断
の
研
修
を
行
い
つ
〉
あ
り
ま
す
o

一

一

も

の

で

あ

る

o
南
予
布
市
工
場
で
は
作

一

!
l
i
l
i
l
i
-
-
i
l
l
-
z
g吾
4
8
1
z
E
z
-
-
t」
-
E
-
Z
E
t
a
-
2
5
4
S
I
Z
E
-
-
t
E
4』
15zEZ

一
年
末
ま
で
男
子
一

O
名
、
女
子
九
O
名

一

!
h
h
i
l
l
-
b
i

一
で
御
喜
子
。
翌
皆
様
奇
襲
一
望
者
雪
新
た
に
し
富
の
函
互
の
作
業
員
霊
祭
し
て
い
た
が
多
数
の

一

一

手

頭

D
事

実

多

一

援

御

協

力

を

心

よ

り

お

願

い

で

と

げ

一

申

し

述

べ

年

頭

の

霊

Zし
ま
一
応
警
が
あ
り
、
重
十
五
日
よ
り
操

一

生

一

星

G-担
金

事

一

ま

す

o

F

o

一
業
開
始
と
な
っ
て
い
弓
昭
和
三
十
五

一

大

洲

市

議

会

議

長

一

様

陸

路

回

転

計

計

量

昭

和

一

一

一

十

七

年

一

月

百

一

日

間

枠

組

問

品

目

指

同

時

一

西

田

満

太

郎

一

1
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

一

月

の

守

百

数

き

名

以

占

一

一

一

仰

の

月

ι士
す
か
数
社
と
い
う
現
状
か

一

J

n

y

判

的

配

時

四

日

川

市

了

新

有

権

者

と

し

て

の

・

J

一

計

♂

日

寸

供

出

桔

時

一

争

下

-
i
f
Z守同
疫

の

概

み

と

一

一

感

想

文

募

集

に

つ

い

て

二

三

宮

期

的

な

ぎ

い

わ

ね

ば

着

工

、

大

宮

の

開

校

長

保

育

一

よ

取

J
T品約
来

日

町

村

詰

ー

と

乙

の

ほ

吉

治

省

で

は

、

新

し

く

選

一

五

、

提

出

先

一

Ui--

一
所
の
望
、
瀬
田
遣
の
唆
工
、
主
総
動
総
持
ゅ
鱗
噛
幸
い
述
内
耐
の
笠
作
に
恵
計
一
遣
を
得
ら
れ
た
青
年
男
女
の
方
還
の
一
東
京
都
千
代
田
氏
霞
ヶ
関
一
の
二
か
月
商
工
業
都
市
へ
と
い
よ
い
よ
章

一

山

技

量

の

完

成

お

よ

び

全

員

一

¥

語

、

ソ

喝

喜

の

皆

様

方

記

者

協

一

選

挙

へ

の

ね

が

い

、

そ

し

て

新

し

く

か

一

自

治

省

聖

書

重

一

す

る

よ

う

祈

る

も

の

で

君

。

一

化

躍

進

、

対

諸

島

代

化

詰

の

一

¥

力

に

よ

り

、

市

古

田

り

は

着

々

一

ち

え

ら

れ

た

権

利

へ

の

抱

負

、

と

ん

ど

言

、

入

選

者

発

表

一

1
1
1
1
1
!
l

一
進
歩
等
幾
多
の
霊
お
よ
び
華
章
一
先
づ
明
け
ま
し
て
算
出
摩
つ
理

τし
て
議
致
し
て
参
り
ま
し
た
。
多
一
正
し
五
便
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
一
票
へ
一
昭
和
三
十
七
年
四
月
五
目
立
富
一
凧
あ
げ
の
注
意

恒
夫
一
を
次
々
に
達
成
も
し
く
立
高
二
移
し
一
層
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
一
昔
一
室
え
一
年
の
雲
で
あ
り
ま
し
た
肱
川
大
橋
の
一
の
心
轡
え
な
ど
あ
り
の
き
に
量
し
一
挙
時
報
に
発
表

Zと
と
も
に
、
入
一

一
肱
川
府
の
空
、
大
乱
肱
川
和
岡
部
一
輝
や
か
し
い
新
春
季
吉
国
家
の
量
一
架
設
を
は
じ
め
西
大
洲
、
春
質
問
駅
の
一
て
い
た
だ
こ

2い
う
た
め
に
次
の
亘
書
に
通
知
し
ま
す
ο

一

危

い

電

気

事

故

り
金
融
引
喜
一
連
の
京
王
室
と
期
待
を
か
け
害
這
え
る
車
両
道
路
じ
音
量
、
霊
駅
西
一
と
エ
舎
の
発
展
を
皆
様
と
共
に
留
い
百
設
、
北
中
学
校
建
築
、
大
洲
学
園
の
一
領
に
よ
り
感
翌
を
募
集
す
る
ζ
と
に
一
七
、
賞
状
お
よ
び
賞
金
一
最
近
愛
媛
県
下
に
お
い
て
児
童
窪

語
茶
話
ら
れ
る
レ
一
一
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は

E
2奇
努
皇
、
裁
判
所
お
よ
び
呈
申
し
上
げ
ま
す
。
一
新
設
を
は
じ
め
交
蓄
施
設
の
充
実
、
一
な
り
ま
し
た
。
主
一
入
選
者
援
の
と
お
り
と
し
、
自
治
一
の
虫
げ
に
よ
る
電
気
事
故
が
(
活

共
に
、
第
一
一
室
戸
台
風
の
一
阪
と
共
に
心
か
ら
喜
び
に
川
唱
え
ま
せ
一
宮
市
工
事
二
斤
庁
汗
の
落
成
、
大
一
昭
和
三
十
六
年
ぞ
回
顧
致
し
ま
す
時
一
大
洲
一
病
院
の
底
抗
議
進
、
多
く
の
閉
山
道
一
一
人
で
も
多
く
と
五
応
下
さ
い
。
一
大
臣
が
賞
状
お
よ
び
次
の
賞
金
を
随
一

童
、
小
児
7

ヒ
の
全
国
一
ん
。
一
州
事
事
局
付
制
宮
工
事
の
進
捗
一
国
際
情
勢
は
世
界
の
人
々
の
手
口
へ
の
一
室
の
改
修
、
明
治
乳
業
誘
致
、
重
一
一
、
語
文
の
内
容
と
富
一
塁
し
ま
す
。
一
一
一
件
、
感
雪
件
)
ふ
え
て
い
ま
す
。

的
流
行
、
君
事
件
、
之
本
市
も
発
足
以
来
早
く
も
七
年
余
を
子
震
っ
て
産
業
文
化
副
議
市
の
一
闘
い
を
よ
そ
に
、
東
西
ベ
ル

yパ
の
境
一
業
、
果
樹
悶
芸
の
重
要
幸
男
一
有
権
者
と
ー
そ
の
、
民
主
政
治
特
一
一
等
一
作
品
一
五
、

0
0
0円
一
凧
あ
げ
の
言
と
な
り
ま
し
た
が
送

ケ
事
件
等
大
き
な
社
会
一
経
過
し
ま
じ
た
が
手
い
そ
の
間
連
続
一
日
を
一
新
し
つ
つ
品
り
ま
す
こ
と
は
ー
封
鎖
を
は
じ
め
、
お
と
な
り
の
富
一
方
々
の
福
祉
塁
に
大
き
な
成
果
を
挙
一
に
事
に
対
す
る
自
覚
書
室
し
一
一
一
等
一
一
作
品
五
、

0
0
0円
言
、
岡
高
、
ま
た
は
霊
所
な
ど

問
題
が
相
次
り
で
m
窓
口
一
政
作
に
一
也
ま
れ
二
三
ん
市
話
会
を
は
じ
一
誠
に
仰
向
践
に
塙
え
ま
せ
ん
。
一
の
軍
事
革
命
、
キ
ュ
ー
バ
、
コ
ン
ブ
の
一
げ
て
参
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
大
洲
市
一
た
も
の
で
、
標
題
は
自
由
で
す
。
一
三
等
一
一
一
作
品
一
一
一
、

0
0
0円
一
の
活
気
設
備
附
近
で
は
凧
あ
げ
な
ど
し

一

た

し

ま

し

た

。

古

市

民

各

位

の

深

い

旬

開

併

と

絶

大

な

一

更

に

、

今

年

は

次

の

諸

宿

泊

の

宮

(

現

一

内

乱

、

核

実

験

の

再

開

等

緊

張

を

つ

よ

一

番

展

の

た

め

慶

祝

の

市

川

み

で

あ

り

ま

一

一

一

、

枚

数

一

佳

作

若

干

一

な

い

よ

う

に

し

て

下

さ

い

。

一一

f

t

一
方
川
に
市
っ
て
己
る
的
支
雲
賢
一
、
市
政
の
一
一
六
互
に
雪
の
努
力
量
け
、
市
民
の
皆
様
一
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
他
方
、
ガ
ガ
l
可

一

二

百

字

詰

原

稿

用

紙

十

枚

以

内

ま

た

一

八

、

応

募

の

注

意

一

事

故

の

一

例

を

あ

げ

ま

す

と

次

の

と

ニ
昭
和
=
一
十
七
年
元
日
を
迎
え
る
に
当
一
ソ
込
の
右
手
の
再
土
で
あ
る
財
政
再
許
制
と
需
霊
計
干
の
納
期
待
に
応
え
た
い
と
存
じ
ま
了
ン
二
ナ
ト
1
ワ
両
少
佐
に
よ
り
人
類
一
昭
和
=
一
十
七
年
度
に
課
せ
ら
れ
た
病
一
は
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
一

1
霊
言
語
、
氏
名
(
ふ
り
が
一
お
り
で
ず
。

一
一
り
、
諮
ん
で
市
民
の
神
様
に
年
十
四
の
御
一
東
西
ベ
ル
リ
ン
の
境
問
イ
ト
封
鎖
、
時
国
の
一
一
川
を
着
々
と
し
て
役
挫
し
、
昨
年
は
合
一
す
。
す
な
わ
ち
、

ζ
れ
を
大
別
い
た
し
一
最
初
の
宇
宙
飛
行
に
成
功
を
致
し
ま
し
一
院
の
新
築
、
工
場
誘
致
、
流
れ
橋
の
永
一
三
、
応
募
資
格
一
な
を
付
け
る
こ
と
)
性
別
、
生
年
一
(
中
予
で
の
場
合
〉

一
挨
隊
を
申
し
上
げ
ま
す
o

-

ク
ー
デ
タ
ー
、
コ
ン
ブ
、
キ
ュ
ー
バ
動
一
併
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
宮
両
庄
」
一
ま
す
と
一
た
。
私
達
は
こ
の
偉
業
に
よ
り
人
類
の
一
久
留
市
け
替
え
、
教
育
施
設
の
充
実
、
↑
昭
和
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
士
月
日
及
び
聖
書
、
原
仙
の
末
尾
一
凧
あ
げ
遊
び
中
の
十
ニ
才
の
小
学
生

一
溜
り
み
れ
ば
、
昨
年
は
内
外
と
も
に
苛
の
再
燃
、
ま
た
ず
巨
頭
ム
一
三
め
石
却
し
、
自
高
体
と
し
て
新
し
い
ス
一
一
、
童
基
本
法
警
に
よ
る
警
偉
大
さ
を
し
み
じ
み
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
一
書
道
皇
室
に
松
山
、
高
知
線
一
二
七
年
十
一
一
明
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
一
に
明
記
す
る
こ
と
。
言
っ
て
署
一
一
手
ポ
ル
ト
の
高
圧
線

一
極
め
て
多
事
翌
年
で
あ
り
、
丘
く
り
国
際
緊
張
諸
君
な
ら
ず
の
互
タ
ト
を
切
っ
た
意
霊
い
年
で
三
曲
窃
ぜ
併
進
す
る
た
め
霊
栂
一
4

の

で

あ

り

ま

す

。

一

級

悶

道

の

舗

装

、

テ

レ

ピ

申

書

の

設

一

完

全

一

2
感
想
文
封
入
の
封
筒
の
喜
左
下
一
に
ひ
っ
か
け
、
雨
あ
が
り
で
察
室

一
内
に
あ
っ
て
は
首
相
の
米
国
お
よ
び
主
を
深
く
し
た
の
で
あ

24す
が
、
米
ソ
一
と
芝
、
言
、
一
二
君
事
民
統
一
造
の
吹
著
書
途
に
霊
霊
、
果
一
一
室
内
に
於
て
は
襲
な
国
際
情
↑
霞
促
巡
等
数
多
〈
御
座
居
ま
す
が
、
市
一
四
、
雪
期
日
一
に
「
感
想
文
在
中
」
と
明
記
の
こ
一

一
南
ア
ジ
ア
訪
問
、
日
系
堅
議
室
一

Eに
よ
る
宇
宙
飛
行
の
成
功
は
人
生
ム
円
を
は
じ
量
京
芸
お
よ
び
布
一
問
書
長
都
民
主
的
置
を
図
苛
の
申
に
池
田
基
の
米
国
、
東
南
ア
一
議
会
と
致
し
ま
し
で
も
更
に
一
腹
の
研
一
昭
和
一
一
一
十
七
年
二
月
五
日
(
当
日
付
一
と
n

一
び
て
い
た
た
め
喜
負
傷
し
た
。

一
局
は
あ
わ
た
だ
し
い
勤
き
そ
一
市
し
、
産
一
高
史
に
新
し
い
時
代
の
葉
書
じ
一
中
学
校
体
育
問
の
均
仁
、
菅
川
小
学
佼
一
的
所
得
の
望
弔
問
す
る
。
一
ジ
ヤ
需
を
は
じ
め
、
実
力
者
内
閣
の
一
究
と
努
力
を
傾
注
し
、
市
政
の
震
と
一
消
印
の
あ
る
霊
作
品
は
受
け
付
け
て
応
募
作
品
は
、
お
返
し
し
ま
せ
ん
一
室
、
緊
に
は
一
部
コ
イ
ル
線
を

一
業
経
済
界
ま
た
間
際
翌
の
喜
一
一
霊
化
し
た
国
際
情
勢
の
中
に
も
塁
お
喜
平
野
小
学
的
訴
事
築
工
事
の
ご
一
、
担

LT34詳
合
理
化
、
金
融
の
円
一
室
、
日
米
箱
根
会
談
等
国
際
政
局
に
一
市
民
の
喜
重
量
再
建
す
喜
一
ま
す
〉
一
4
入
選
作
品
は
公
明
選
挙
運
動
の
た
一
使
用
し
て
い
た
。
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(
家
庭
の
行
く
道
貯
蓄
で
照
ら
す
)
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E
E
E

民

間

締

結

計

肝

心

一

昨

語

教

一

d

堅

持

針

。

一

日

明

日

記

一

一

日

当

一

抗

日

目

唱

の

喜

ニ

号

が

承

認

一

野

川

町

鮮

に

明

記

叶

軒

一

ぐ

一

側

諸

問

、

ハ

目

的

重

雄

、

毒

一

国

民

年

金

未

加

入

の

一

誤

認

M
阿

佐

続

料

事

者

北

町

長

跡

的

詩

軒

一

ι

一

輔

錨

盟

十

八

官

謀

議

〈

一

需

品

開

問

注

目

一

括

一

時

ト

岩

崎

誌

記

長

大

洲

市

議

会

副

議

一

零

時

間

、

雪

一

雄

一

皆

さ

ん

ヘ

言

語

読

奈

川

言

語

が

評

欄
翻
〓

J
藤

忠

担

調

案

理

由

の

説

周

一

予

算

の

内

容

の

主

な

る

も

の

は

喜

一

円

。

一

長

渦

量

一

一

雄

氏

が

辞

職

さ

れ

尾

上

一

O

文

教

委

員

会

〈

入

各

一

す

ま

す

。

τた
場
合
に
お
い
て
そ
の
死
亡
し
た
者

機
鱗

4

慨
舗
臆
崎
誠
臨
〉
一
O
時
四
O
分
南
久
米
の
奇
襲
工
事
五
七
万
、
一
専
決
王
号
昭
和
二
十
六
年
度
大
一
猪
皇
が
就
任
忘
れ
ま
し
た
。
一
@
裏
書
、
O
野
本
襲
、
長
岡
一
盟
国
民
年
金
の
受
付
は
、
昭
和
F

さ
れ
た
場
合
昭
和
三
十
六
五
年
月
百
一
乙
の
国
民
年
金
制
度
で
は
毎
月
保
険
一
に
支
給
す
べ
き
年
金
給
付
で
ま
だ
そ
の

轡
鱗

v
い
闘
騒
よ
り
二
時
一
入
一
公
民
需
口
町
五
七
万
、
五
郎
、
富
一
洲
市
来
費
特
別

AE総額
二
一
雲
寺
議
案
大
洲
市
議
会
常
任
一
妻
、
丸
井
清
治
郎
、
上
川
語
、
言
十
五
年
十
月
一
白
か
ら
は
じ
め
ら
れ
一
議
二
十
才
に
達
し
た
事
除
い
て
喜
納
付
す
る
か
ま
た
は
保
険
料
免
除
一
者
に
支
給
し
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
と

鱗

離

〓

一

脳

喝

欄

鱒

臨

櫨

分

ま

で

。

上

翼

演

路

改

修

工

芸

よ

禁

止

四

O
万
司
一
委
員
会
の
委
員
裂
の
と
お
り
決
り
一
村
上
室
、
空
覇
、
季
語
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
よ
り
保
険
料
京
険
料
は
量
一
一
十
六
年
四
月
分
か
ら
一
申
請
を
し
て
承
認
を
受
け
て
な
い
と
今
一
意
そ
の
者
の
岡
偶
者
、
子
、
父
母
、

繍

欝

組

隣

躍

臨

盟

十

九

日

休

会

一

葉

簡

易

上

氷

遣

さ

一

四

七

万

円

一

専

決

二

ハ

号

奇

保

育

所

新

築

工

一

ま

し

た

。

一

内

規

に

基

く

重

会

τ納
付
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲
市
一
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
、
加
入
が
お
く
一
事
一
聖
母
子
の
状
態
に
な
っ
て
一
孫
、
要
突
き
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ

ν的;警
護
:
警
粍
明
舗
輔
盛
一
一
十
日
本
会
議
〈
一
愛
媛
信
用
保
証
協
会
予
託
金
一
ニ
O
万

一

富

二

八

万

円

。

一

大

洲

市

議

会

常

任

委

員

一

ο重
量
営
委
員
会
〈
五
名
〉
一
に
お
け
る
国
民
年
金
被
保
険
者
の
適
用
れ
ま
す
と
そ
れ
だ
け
一
度
に
納
付
す
る
一
も
福
祉
年
金
も
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
一
て
そ
の
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生

、〓
fjl雌
髄

盟

一

般

質

問

〉

三

円

な

ど

で

す

。

す

第

九

毒

議

案

悪

一

ニ

十

五

年

度

一

問

委

員

長

O
副
委
員
長
一
上
村
英
霊
前
、
尾
上
利
則
率
先
八
%
で
ま
だ
盃
の
京
未
加
一
保
険
料
が
き
な
り
保
険
料
の
納
付
が
一
な
り
ま
し
た
。
将
来
年
金
を
受
け
る
と
一
言
同
じ
く
し
て
い
た
者
に
未
支
給
宿

ι
μ
輔
鴎
蝉
脇
臨
時
三
一
分
!
一
四
一
O
第
八
八
号
重
喜
診
療
所
の
工
芸
票
一
般
会
計
、
特
別
会
雪
一
委
員
は
議
席
順
一
新
山
菜
郎
、
谷
本
語
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
星
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
今
後
障
害
一
き
に
非
常
に
不
利
に
な
り
ま
ず
か
ら
宋
一
基
金
が
支
給
さ
れ
る
乙
と
に
な
り

義
一
品
鰯
翻
騨
踊
醐
瞬
時
二
O
分
。
一
第
一
一
一
九
万
円
追
加
さ
れ
ま
し
た
一
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
す
総
務
室
委
員
会
(
七
各
一
議
第
一
喜
一
議
案
臨
時
車
検
査
一
号
制
度
は
若
く
て
仇
け
る
聞
に
保
一
及
び
母
子
、
準
母
子
告
書
福
祉
年
一
納
の
方
は
早
速
会
話
ま
た
は
連
絡
所
一
ま
し
た
。

一
-vhF
鰯
司
品
醐
翻
麟
一
一
十
百
本
会
議
一
。
第
八
九
号
詩
集
一
菩
鼎
器
尚
一
決
議
章
一
一
億
二
千
七
百
九
拾
万
一
。
矢
野
ハ
ツ
コ
、

o籍
新
次
郎
、
一
立
会
人
と
し
て
、
裏
雲
氏
、
山
購
富
し
あ
っ
て
、
私
達
が
あ
る
一
一
金
が
支
給
さ
れ
な
い

2
な
ら
ず
一
将
来
一
(
置
き
へ
納
付
し
て
下
さ
い
。
一

r一
の
宋
支
給
霊
年
金
刊
死
喜

ー
苦
難
輔
副
翻
鶴
ハ
一
般
質
問
〉
ニ
(
十
二
坪
)
と
市
富
(
大
洲
、
一
平
四
百
二
拾
七
円
で
し
た
。
一
奇
襲
、
森
喜
則
、
玉
井
水
澄
一
皇
雄
氏
、
霊
童
、
事
水
一
定
に
老
令
に
達
し
た
と
き
か
、
恩
わ
一
拠
出
制
の
皇
室
受
け
ら
れ
な
く
一
震
を
納
付

Z
S著し
く
一
の
死
戸
後
六
カ
月
以
内
に
ず
し
な
L

一

-

れ

i
d機
イ

噛

輔

閥

0
時
二
五
l
ニ
建
三
O
坪
、
長
六
十
告
が
処
一
審
九
四
号
議
案
大
洲
市
森
山
の
元
一
森
一
語
、
松
本
道
利
一
言
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
一
ぬ
災
害
で
一
生
治
ら
な
い
怪
著
し
た
一
な
り
ま
ず
か
ら
未
加
入
の
方
は
直
ち
に
一
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
免
除
告
が
と
原
則
と
し
て
支
話
さ
れ
な
い
ζ

定

日

日

私

麟

臨

誠

一

一

重

六

分

。

一

分

さ

れ

る

と

と

5

2

0

一
引
書
住
宅
お
よ
び
盟
主
五
一

o
Z杯
委
員
会
(
八
名
)
一
書
館
一
号
土
地
改
良
の
区
割
一
皇
、
主
一
家
記
号
室
一
市
社
会
謀
、
叉
は
連
絡
所
で
加
入
の
主
あ
り
ま
ず
か
ら
市
社
会
言
語
な
っ
て
お
り
ま
す
。
言
言
の

列
i

鶏

イ

¥

日

二

十

二

日

霊

会

一

議

九

O

芸

員

主

主

産

量

=

一

坪

)

が

処

分

さ

れ

一

星

雲

妻

、

05、小
一
整
理
の
た
署
管
室
変
更
に
つ
一
芸
失
っ
た
さ
で
も
生
活
の
喜
一
続
を
し
て
下
さ
い
。
一
へ
御
相
談
下
さ
い
。
一
議
案
書
繍
基
金
の
支

一

一

切

弘

較

臨

仁

i

E委
員
会
、
一
学
童
工
事
が
宰
弐
百
六
拾
万
一
る
こ
と
に
な
皇
し
弓
一
泉
覇
、
尾
上
猪
月
、
高
岡
妻
、
一
い
て
県
草
よ
り
諮
問
が
あ
っ
た
の
一
の
な
い
さ
つ
年
金
を
支
給
し
て
生
喜
一
国
民
年
金
保
険
料
一
福
祉
年
金
受
給
権
者
が
死
一
時
説
明
日
誌
暁
町
教
師

一
一
一
定
-
舗
轡
盤
一
室
長
提
諮
問
4
0

問
題
耕
一
内
片
司
は

1
ー一一一龍一謡館一語れれい一

LEM諮
問
一
員
長
官

-rlr一
、

埼

錨

購

ニ

詰

豆

諸

一

生

害

時

禁

止

諮

問

言

語

一

粟

津

、

三

善

中

学

校

一

控

訴

警

官

一

計

露

呈

け

言

語

誇

一

言

語

rE

一
一
円

2ι
晶

司

鞍

韓

関

一

四

時

五

一

一

有

一

融

の

合

理

化

の

た

め

護

軍

協

会

さ

れ

ま

し

-

一

の

で

地

ふ

酎

に

つ

一

一

て

Eぃ
。
未
加
入
の
方
が
奇
襲
入
一
一
五
O
円
皇
室
険
料
寄
付
て
な
い
年
金
が
あ
っ
て
も
支
給
さ
れ
主
要
量
絡
所
で
毒
し
て
下
さ
い
O

J

謙

一

J
i
-
-仇
一

鱒

可

決

さ

L
=
工

法

ヲ

尋

問

盟

主

任

話

立

統

合

な

る

一

九

一

昨

設

立

J1詰
月
三
百
三
三
一
江
口
J
h
M同
一

計

九

告

。

肘

語

融

伊

議

響

。

住

案

一

一

持

諮

問

豆

諸

官

の

一

部

が

改

よ

島

市

町

内

室

内

一

吋

草

山

町

長

長

野

山

区

切

れ

れ

語

一

釘

尽

き

一

語

一

司

法

語

盟

主

官

。

上

田

正

z一
醐

繍

麟

轍

鱗

臓

都

噸

膨

附

d
J
P
J
:
川
大
洲
市
条
例
の
ニ
る
よ
う
護
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
議
九
六
号
議
案
大
洲
市
喜
旦
び
教
育
委
員
会
で
は
学
校
教
育
の
翼
一
に
社
会
の
進
展
に
役
立
つ
人
聞
を
つ
く

-
I
l
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
一
表
部

7
3
2
1
2
1
6
1
4
ぉ

一

〈

総

務

課

長

種

〉

一

購

輔

麟

鱗

離

繍

離

部

が

改

正

完

ま

一

な

お

、

追

加

予

算

に

は

第

一

旦

喜

一

一

一

条

の

規

定

に

基

い

て

五

を

重

点

に

地

理

的

条

件

、

歴

史

的

条

件

一

る

た

め

に

は

読

み

守

ろ

ば

ん

の

半

皇

室

毎

コ

ロ

準

金

一

数

等

・

2

9

5

6

9

弘

一

室

戸

産

業

事

智

頭

購

鶏

繍

概

略

醸

監

鮎

一

k
t
m守
円

の

蓄

が

計

上

し

て

言

問

獣

医

担

割

問

時

一

時

間

凶

器

禁

長

一

統

計

開

設

計

抗

告

震

選

-
q
E
E
m
E
d
z

一
期

3
3
9
6
6
1
4
3
1
5
6
ぃ

一

税

務

室

喜

重

要

関

5建
設

の

議

決

り

。

一

号

一

!
?
T
f
i
e
-
2
2なり
そ

れ

に

は

義

盛

大

に

お

わ

る

一

弘

い

し

3F課長
補

佐

〈

税

主

一
を
万
場
-
一
致
一
一
認
し
、
む
一
一
月
一
一
十
一
主
主
要
一
般
会
事
算
〈
一
慰
霊
び
に
宗
務
歪
め
る
」
錯
誤
ヨ
明
諒
諒
許
監
禁
同
開
需
は
は
一
時
前
日
同
盟
諸
説
旦
第
七
回
量
物
品
評
会
は
さ
十
一
一
一
の
思
議
氏
ほ
か
多
数
が
表
彰
の
栄
一
農

1

一

(

産

業

課

〉

一
事
件
以
藤
一
昨
一
七
伝
一
円
一
間
皆
吉
川
一
昨
堅
持
一
…
提
出
誠
一
組
問
臨
時
期
限
耕
一
説
明

2
1一昨

2
1
2
5

一一一一一口話晶

一

ー

一

|
|
i
l
l
i
t
-
-
|
一
;
た
め
に
適
亙
規
模
の
学
校
へ
一
一
O
九
三
一
五
六
、
小
豆
七
八
、
ご
一
火
の
用
心
の
一
二
主
計
官
接
選
一

(25

一

今

年

か

ら

市

県

民

税

が

申

告

制

度

に

な

り

ま

し

?

一

i

-

h

4

一
玄a合宗
が
詰
さ
完
れ
た
5わけ
宅
で
雲
。
一
古
王
と
考
つ
も
ろ
2こし
と
二
三
ニ
天
司
入
八
、
一
豆
暴
豆
暴
類
一
六
奇
四
旦
一
二
一
一
、
宝
、
主
亙
〉
一
=
一
=
一
出

1よ
-
水
童
道
課
長
需
補
佐
逮
書
香
太
奈郎

竃

主

一

無

申

告

は

諸

控

除

が

あ

り

ま

せ

ん

一

回

…

コ

「

成

人

式

一

一

τZ
現差在の粟霊津申喜学霊校努の生毒徒護喜数悲呈は包i一i云ι安言大査根、白皇皇量菜芸警一=三ニ一西四、ど吾号ぽ雪う、人会三蕩警雪三一二i一

噛

蹟

塑

慣

竺

一

一

四

竺

…

月

ノ

一

三

ヨ

」

一

九

六

名

、

七

学

級

、

一

言

中

学

校

の

妻

、

ホ

1
5草
な
ど
四
五
、
重
二
例
年
号
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
は
一
様
化
委
計
一
南
久
米
連
絡
所
長
浦
野
脅

J
L
h日
開

設

初

日

間

一

切

一

同

駐

日

廷

は

誌

同

一

れ

か

ー

か

ら

行

わ

ユ

軒

…

挙

行

に

つ

い

て

一

勝

詰

町

四

十

四

錦

町

九

日

即

応

、

一

越

い

炉

建

時

一

一

万

一

時

計

鵠

堤

静

鴻

一

ι村
長
一
郡
山
境
問
模
空
菅
塁
絡
所
長
(
富
山
間
折
戸
〉
夫

一

日

除

面

と

も

市

で

調

査

決

定

し

て

い

ま

一

じ

。

一

2
県
民
税
一
来
る
一
月
十
五
日
は
第
十
日
目
の
一
十
時
よ
平
一
時
十
分
式
典
一
ム
震
は
生
徒
数
四
六
四
名
、
+
学
級
宗
主
数
の
量
祭
会
場
一
杯
に
一
災
期
は
こ
れ
主
で
あ
り
、
十
二
月
と
一
み
も
手
伝
っ
て
の
を
と
存
じ
ま
す
。
一
〈
水
道
課
)

一
し
た
が
今
年
か
ら
は
所
得
に
つ
い
て
も
一
叶
い
ろ
い
ろ
な
控
除
に
つ
い
て

i
一
原
則
的
に
昭
和
三
十
五
年
の
所
得
主
「
成
人
の
日
」
に
当
り
ま
す
。
一
十
一
時
十
分
よ
り
十
二
時
一
二
十
分
と
市
内
で
第
一
二
番
目
に
大
き
い
中
学
校
か
ざ
ら
れ
、
参
観
者
を
感
嘆
さ
せ
た
。
一
一
月
の
火
災
霊
件
数
昼
間
の
最
高
一
各
家
庭
の
皆
さ
ん
が
充
分
注
意
を
し
て
一
大
川
護
所
長
矢
野
発

言
た
、
控
除
に
つ
い
て
も
三
塁
一
十
日
一
書
さ
れ
た
税
額
か
ら
次
の
方
の
一
と
同
じ
で
す
。
所
得
か
ら
医
霊
、
一
今
年
の
該
当
成
人
意
思
十
六
年
一
余
興
一
と
し
て
適
正
翼
の
学
校
と
な
っ
て
也
事
、
入
賞
点
数
は
=
三
九
点
(
約
一
を
示
し
て
い
ま
す
。
一
火
災
を
起
さ
雪
尋
に
お
ね
が
い
し
一
(
大
川
公
民
館
〉

ま
で
に
申
告
-
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
一
は
控
除
さ
れ
ま
す
。
一
生
命
保
険
料
、
社
会
保
険
料
、
主
一
月
一
日
よ
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
一
士
一
一
時
三
十
分
よ
り
昼
食
解
散
一
発
す
る
わ
け
で
あ
る
。
=
一
一
O
老
益
託
、
品
評
会
最
終
日
一
寒
気
が
加
わ
る
と
と
も
に
火
の
使
用
一
ま
す
。
一
新
谷
議
所
長
西
沢
達
夫

ま
り
ま
し
た
o
申
告
し
な
い
主
控
除
一

1
d淀
控
除
昨
年
ま
で
は
二
重
聖
書
わ
れ
ま
す
。
一
に
詰
た
方
で
あ
り
ま
す
。
一
な
お
、
奇
盤
以
外
の
成
人
者
で
一
室
、
現
在
警
の
統
合
意
一
の
十
四
日
市
庁
ホ
ー
ル
に
お
い
て
大
洲
一
票
用
す
上
に
、
師
走
の
完
た
だ
し
一

I

l

l

i

-

-

一

(

福

祉

事

務

所

)

例
え
袋
詰
佐
裂
の
こ
と
喜
一
人
に
つ
き
ニ
0
0
円
で
し
た
が
一
な
お
税
率
量
級
県
下
ど
の
市
町
村
大
洲
市
で
は
例
年
の
と
お
り
大
洲
市
一
出
害
さ
れ
る
方
に
は
貸
切
パ
ス
、
ぉ
-
一

!
i
i
i
i
一

大

洲

市

役

所

一

三

重

絡

所

長

阪

本

孝

之

者

事

室

従

者

控

除

等

が

な

い

の

で

多

一

本

年

か

ら

は

二

五

O

円

と

な

り

一

と

も

同

じ

で

す

。

百

育

委

員

会

主

催

で

、

市

内

に

現

住

す

了

号

車

パ

ヌ

乗

車

券

霊

呈

し

ま

す

人

事

異

動

一

〈

八

喜

連

絡

所

長

〉

理
室
長
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
一
ま
し
た
。
一
所
得
割
が
宮
さ
れ
て
あ
な
た
の
一
る
成
人
事
心
か
ら
器
撤
励
し
記
念
一

i
l
iー
一

八

書

辿

絡

所

長

河

野

棄

な
り
ま
す
o
所
得
票
詳
し
陪
除
さ
れ
一

2
、

青

色

事

者

器

産

か

一

扶

禅

譲

申

に

陣

得

票

霊

場

一

品

揺

り

日

本

国

民

と

し

て

成

人

の

意

一

一

一

じ

配

ご

と

相

ふ

苛

一

一

十

一

月

二

十

八

日

付

で

次

の

き

に

一

〈

=

一

世

議

所

長

)

る
も
の
申
告
を
し
て
私
共
の
市
の
た
一
ら
一
人
に
つ
き
四
O
O
円
控
除
一
合
、
あ
な
た
が
障
害
者
、
老
年
者
、
一
義
レ
息
を
高
め
る
た
め
「
成
人
式
」
二
フ
一
一
一

め
に
正
し
い
税
金
を
納
め
る

T
し
い
た
一
さ
れ
ま
す
。
一
か
締
ま
在
勤
労
学
生
で
あ
っ
た
時
一
室
記
に
よ
り
薄
致
し
ま
ず
か
ら
、
三
よ
り
お
知
ら
せ
一
一

位

三

つ

o
主
の
大
綱
は
次
の
と
一

3
4毒
筆
露
あ
な
た
一
は
四
O
O
B
重
除
さ
れ
ま
す
。
一
市
内
の
成
人
者
は
一
人
残
ら
ず
御
室
一
昭
和
三
十
七
年
正
月
か
ら
相
談
日
が

一
の
家
の
自
学
さ
ん
や
娘
さ
ん
で
了
。
計
空
同
一
れ
た
市
民
税
と
県
民
税
と
一
下
さ
い
ま
し
て
成
人
式
が
厳
粛
且
盛
大
一
左
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

-

市

民

税

一

家

業

に

つ

い

て

い

る

方

は

一

一

一

o
一
を
合
算
し
た
も
の
が
率
の
あ
な
た

τ終
り
ま
す
よ
う
御
協
力
を
お
願
い
致
一
第
一
水
曜
日
百
午
後
一
時

品
仰
に
つ
い
て
!
昨
年

Z

4

0
円

控

除

さ

れ

ま

す

。

一

の

税

額

と

な

り

手

。

一

し

ま

す

。

雪

一

水

曜

日

吉

午

後

四

時

雪
山
科
る
た
め
に
要
し
た
経
営
ゼ
一

4
、
車
問
親
族
中
に
障
害
者
が
一
ご
れ
宅
改
正
の
あ
ら
ま
し
で
す
が
な
お
-
第
四
水
曜
日
』

控

除

し

た

事

所

得

績

と

し

ま

一

あ

る

害

毒

か

ら

一

人

に

一

弘

し

計

は

税

務

諌

へ

問

い

合

せ

下

さ

第

二

水

躍

日

韓

鰍

日

間

す

。

し

た

が

っ

て

生

活

費

は

所

得

一

っ

き

二

五

O

円

控

除

さ

れ

ま

す

一

ぃ

。

た

だ

し

、

十

月

一

日

か

ら

二

月

末

ま

右
得
る
た
め
の
直
接
の
経
費
と
ほ
一

5
、
障
害
者
、
老
年
者
、
か
婦
で

一

で

六

時

l
八
時
に
繰
上
げ
ま
す
。

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
あ
な
た
が
所
得
割
を
納
め
る
様

一

場

所

は

大

洲

公

会

堂

二

階

で

す

。

な
お
給
与
所
得
以
外
に
所
得
の
な
一
な
場
合
は
三
O
O
円
控
除
さ
れ

⑨
貯
蓄
増
強
運
動
期
間
中

一
人
も
れ
な
く
申
告
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

記

、
日
時
一
月
十
五
日
午
前
九
時
よ

り

一
、
会
場
大
洲
公
会
唯
一

一
、
回
程
九
時
よ
り
十
時

受
付
記
念
写
斑
撮
影
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望

宅

ヘ

喜

多

郡

大

洲

市

内
J

E
β
f
生
徒
児
童
、
一
般
」
民

大

洲

市

教

育

委

員

会

催
愛
媛
県
沼
字
教
育
研
究
会

大

洲

城

山

郷

土

舘

一
、
日
時
一
月
二
十
日
よ
り
二
月
十
一
日
ま
で

て

場

所

大

洲

城

山

郷

土

館

備
考
(
平
常
の
展
覧
会
も
殆
ん
ど
年
中
開
館
し
て
い
ま

す
)
何
時
で
も
多
数
御
参
観
く
だ
さ
い
a

主

(2) 号。7 

書

初

第

⑨
火
の
よ
う
じ
ん

(
寝
る
時
、
出
る
時
火
の
用
心
)


